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ファインセラミックスへの思い

産業技術総合研究所　中部センター所長
神崎　修三

　２０００年に米国でナノテクノロジー・イニシアティブが策定されて以来、ナノテク
ノロジーは世界的なブームとなっている。わが国においても、科学技術基本計画の重点
４分野の１つに位置づけられ、重点的に予算措置が行われてきた。その結果、ナノチュー
ブやナノ粒子の創製技術やナノ構造を有する材料の開発とともに、ナノ領域の観測・計
測を行う技術が確実に進展するに至っている。これら基盤的技術開発に対して社会資本
を投下するには、ブームは不可欠と思われる。ブームは一種の社会現象であり、日頃科学
技術に余り関心を払わない人々に、環境やエネルギー問題といった困難な課題をナノテ
クノロジーという科学技術が解決してくれるのではという期待を抱いて頂くという意
味でも重要である。

　ブームといえば、セラミックスに関わる方には１９８０年代のファインセラミックス
ブーム（フィーバー）を思い起こされると思う。第２次石油危機を背景に、新素材ブーム
が到来し、ガスタービンや自動車エンジンに適用可能な夢の材料として、ファインセラミッ
クスが一躍脚光を浴びた。以来四半世紀が経過し、ファインセラミックスの市場規模は
着実に増加している。日本ファインセラミックス協会の産業動向調査によれば、ファイ
ンセラミックスの２００７年の生産額見込は約２兆３５００億円であり、これはファイ
ンセラミックスプロジェクトが始まった１９８１年の約６９００億円の３倍以上の額
である。この内の4分の3はセラミックパッケージ、コンデンサやセンサ等の電子セラミッ
クスおよびＤＰＦ等の機能性セラミックスで占められる。微力ながら筆者が関与したファ
インセラミックスプロジェクトが対象とした構造用セラミックスは生産額では未だ4分
の１に過ぎないが、伸び率は当時の3倍近くに達している。ご存知のように、セラミック
スガスタービンやエンジンは実用化には至っていないが、これらの開発で培った技術が
静電チャック等の半導体製造装置部材、ＸＹステージ等の液晶製造装置部材、ボールベ
アリング等の機械部品として実用化されていることは感慨深いと同時に、新しい材料が
実用化されるにはこれだけの時間がかかるということを改めて感じる次第である。今後
ともファインセラミックスは、環境・エネルギー・資源問題を解決する材料として期待さ
れており、ナノテクノロジーを駆使した新たな市場の創出が期待される。

　ナノテクノロジーの進展にはナノ領域の観測・計測技術が重要であることは、１９８
０年代にゲラルド・ビニッヒ博士らによるSTM（走査トンネル顕微鏡）やAFM（原子間力
顕微鏡）の発明が大きな貢献を果たしていることから自明である。幸いなことに、中部地
域においては、名古屋大学の超高圧電子顕微鏡、ＪＦＣＣナノ構造研究所の高性能電子
顕微鏡や計算機システム、愛知県の「知の拠点」におけるシンクロトロン光利用施設など、
分析・計測設備の整備が急速に進みつつある。近距離範囲にこれだけの設備が整備され
るのは稀であり、是非産学官連携の下、ナノテクノロジーをはじめとする技術開発に有
効利用され、ファインセラミックスがますます発展することを期待して止まない。

T A K E O F F

事 業 報 告

ナノ構造研究所ニュース

研 究 グ ル ー プ 紹 介

J F C C 評 価 技 術紹介

J F C C 保 有 設 備紹介

研 究 成 果

エ ア ー ポ ケ ッ ト

ト ピ ッ ク ス

J F C C の 動 き

事 業 案 内

ファインセラミックスへの思い・・・・・・・・・・・・

理事会・評議員会の開催・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部・

自由空間法による電波吸収体測定技術・・・・・・・・・

スプレードライヤー、振動乾燥機・・・・・・・・・・・

プレスリリース　他・・・・・・・・・・・・・・・・・

フランス・リモージュ・セラミックスComplex訪問・・・

JFCCと名古屋工業大学との連携大学院に関する協定　他・

人の動き、表彰　他・・・・・・・・・・・・・・・・・

２００８年度 研究成果発表会（第２０回）・・・・・・・

1

2

3

4

6

7

8

10

12

13

16

2008 月発行年

1

7



Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

理事会・評議員会の開催

　６月２０日、第４６回評議員会及び第４７回理事会を開催しました。
　平成１９年度事業報告・決算、役員の交代等の議案について承認されました。
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　日　時　平成２０年６月２０日（金）１３：３０～１４：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．平成１９年度事業報告書及び決算書の報告について
　　　　　２．評議員・顧問の委嘱及び委嘱解除について

　日　時　平成２０年６月２０日（金）１５：３０～１６：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成１９年度事業報告書及び決算書の承認について
　　　　　２．評議員・顧問の委嘱及び委嘱解除について 
　　　　［報告事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について

○ 第４６回評議員会

○ 第４７回理事会

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

財団法人ファインセラミックスセンター　理事

岐阜県　産業労働観光部長

電気化学工業株式会社　取締役常務執行役員

名古屋市　市民経済局理事

東邦ガス株式会社　取締役社長

三重県　農水商工部　商工・科学技術担当理事

社団法人日本鉄鋼連盟　会長

百瀬　　　昭

佐藤　　道夫

豊岡　　重利

長谷川二三夫

水野　耕太郎

南　　　　清

宗岡　　正二

（退任）

寺本　敏夫

猿渡　要司

伊藤　　東

鈴木　邦尚

清水　定彦

高橋　陽一

馬田　　一

1． 理事の選任及び退任

評議員

評議員

評議員

評議員

顧　問

（新任）

株式会社ジェイテクト　常務取締役研究開発センター長

株式会社東海理化　専務取締役

愛知製鋼株式会社　取締役

日立化成工業株式会社　中部支店　支店長

社団法人日本ファインセラミックス協会　会長

（役職）

（役職）

伊藤　　　寛

加藤　　　茂

佐藤　　裕巳

中谷　　義和

中村　　　昇

（退任）

渋川　哲郎

木下　賢一

楓　　　博

林　　一郎

岡山　紀男

2． 評議員・顧問の委嘱及び委嘱解除

（新任）
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本年４月より、下記の方々にナノ構造研究所　エグゼクティブアドバイザーとしてご就任いただきました。今後は、
ナノ構造研究所の研究方針についての助言および技術指導をいただきます。

1．　エグゼクティブアドバイザー就任

外村　　彰　氏　　　株式会社日立製作所　基礎研究所　フェロー

飯島　澄男　氏　　　名城大学大学院理工学研究科　教授

岸　　輝雄　氏　　　独立行政法人物質・材料研究機構　理事長

茅　　幸二　氏　　　独立行政法人理化学研究所　中央研究所　所長

４月２４日（木）に、第２回ナノ構造研究所材料計算セミナーを開催しました。７機関のご参加をいただき、材料科学
分野で、現在世界中で最も広く利用されているプログラムＶＡＳＰについて、ノートＰＣを使って実際に作業しなが
ら学習いただきました。

2．　第２回ナノ構造研究所材料計算セミナーを開催しました

プログラム
・ 第一原理計算の概略と講習　Ⅰ、Ⅱ

・ 技術相談会

主な仕様
・ 空間分解能 ： 0.07nm 以上

・ 電界放出型電子銃を搭載

・ 球面収差補正装置を搭載

・ 高感度明視野検出器を搭載

・ 高感度環状暗視野検出器を搭載

・ 明視野と暗視野は同時に検出可能

・ エネルギー分散型元素分析装置を備える

・ エネルギー損失分光分析装置を備える

・ エネルギー分解能 ： 0.1eV以上

講師　　株式会社菱化システム

担当者　ナノ構造研究所　客員主管研究員

　　　　株式会社 菱化システム

　　　　ナノ構造研究所　主任研究員

千葉　貢治　氏

田中　功（京大教授）

千葉　貢治　氏

森分　博紀

昨年１２月に完成した新電子顕微鏡棟への収差補正走査電
子顕微鏡（Cs corrected STEM）導入工事を開始しました。

このSTEMは、0.1nm以下に細く絞った電子ビームを薄い試
料上に走査し、試料を透過した電子を検出器で捉え、その強度
を入射電子ビームの走査と同期させて原子配列像を得ること
ができます。また、モノクロメーターを装備することにより、
世界トップクラスのエネルギー分解能を有しています。

平成２０年度中に立ち上げを完了し、本格稼働の予定です。

3．　収差補正走査透過電子顕微鏡（Cs corrected STEM）の導入工事を開始しました
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収差補正STEM
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　ＪＦＣＣの材料技術研究所、ナノ構造研究所の各研究部を、各部長へのインタビュー形式によりご紹介をいたしま
す。
　第2回は、材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部です。

材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部
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研究グループ紹介研究グループ紹介

　エンバイロンメンタル・マテリアル部は昨年の４月にできた新しい部で
す。前身は環境エネルギーと水素分離膜の２つのグループでした。それぞ
れのグループの研究を引継いだ上で再編成し、電気化学チームとナノ無機
膜チームの２つに分かれています。電気化学チームは燃料電池を中心にエ
ネルギー関連の研究を行い、ナノ無機膜チームは無機膜・光触媒・センサー
といった環境材料の研究を行っています。

エンバイロンメンタル・マテリアル部の紹介をお願いします。

　私が研究を始めた約２０年前には、人々の生活に役立つ便利なもの、例えば電子材料など最先端の素材開発が中心
でした。しかし、最近は生活そのもの、つまり環境やエネルギーに対する研究ニーズが高まり、また、即効性が求められ
るようになりました。その中で我々は素材開発を行っていますが、素材開発にはブレークスルーが必要であり、非常に
難しい研究であるといえます。
　我々の部は、そもそもは粉体・製造プロセスを研究していましたので、セラミックスを作る基礎的な技術に優れてい
ます。それに加え水素分離膜での化学プロセス技術、環境材料プロセス技術といった新素材開発技術も持っています。
　また、多くの評価技術を保有していますが、さらに新しい評価手法の開発を行っています。最近では、環境エネルギー
材料などをin-situで、かつナノオーダーで表面観察を行う装置を開発導入しました。このように新たな評価手法を開発
することで、その結果を素材開発にフィードバックする流れを作っています。
　ベーシックなものづくり技術があり、かつ新素材開発手法を持ち、また、評価検証までできるということが、非常に
大きな強みだと思います。

環境・エネルギー分野の研究は、この数年急激にニーズが高まっています。
競争が激しく、また要求も高いと思いますが、それに対して、部の強みを教えて下さい。

部長　主席研究員
高橋　誠治

　ＮＥＤＯからの委託事業として実施した「高効率高温水素分離膜の開発プロジェクト」の事後評価の結果が先日公
表され、「優良」という最も良い評価を得ることができました。
　このプロジェクトでは、水素透過率・選択率で世界一の性能を持つ水素分離膜を開発しましたが、これはラボレベル
の性能だけでなく、モジュールとしても同等の性能を有しています。すなわち世界一の性能を持った製品レベルのも
のが出来たということですので、これにより大変高い評価をいただいたと思います。
　この水素分離膜により、これまで水素の改質反応には８００℃の温度が必要だったものが、５００℃まで下げるこ
とができます。これにより燃料電池システムの簡素化、低温化が可能となり、その普及に大いに寄与することができま
す。ただ、水蒸気劣化の問題が残っているため、耐水蒸気性の強い材料を継続検討し、今後、さらに実用化研究を進めて
いきたいと思います。

最近のトピックスはありますか？
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研究グループ紹介研究グループ紹介

　我々の技術で対応できることは全て対応したいと思います。多少技術の範囲を超えていても、ＪＦＣＣの他のグルー
プと協力して対応していきます。また、中小企業の方々への協力も積極的に行っていきたいと思います。
　要素技術としては噴霧熱分解による特殊な粒子合成、テープ成形を利用したシート成形、ミクロからナノオーダー
を制御できる粉末プロセスが、素材としては環境材料（光触媒、触媒、固体電解質、電極材料）が得意ですので、これらで
あればご相談に乗り、お役に立てることができると思います。

企業の方にはどのように活用していただきたいと思いますか？

　大きな目標として、新規材料・プロセスの開発にオリジナリティを出し、例えば、固体電解質（燃料電池、電池材料、セ
ンサー）の電極材料に今までにない特性を発現するオリジナルな材料、「ＪＦＣＣマテリアル」といえるものを開発し
て世の中に出してきたいと思っています。そのためには地道な研究が必要ですので、その姿勢は崩さないようにして
いきます。
　しかし、現在レアメタルの問題がクローズアップされています。新素材開発には全ての元素を使いたい。もちろん毒
性のあるものは使えませんが、それに加え、レアメタルも使えない、となると非常に厳しいものがあります。ですが、こ
の厳しさの中で目標を達成することは一つのミッションでもあると考えますので、頑張りたいと思います。
　その他には、センサーの設計、触媒のデザイン設計の方々とグループになってディスカッションし、さらにナノ構造
研究所の計算設計グループも一緒に研究することで計算科学的な材料設計も取り入れ、効率的に素材開発から製品開
発まで行っていきたいと思っています。そのためにも企業や、大学等の他の研究機関とのコラボレーションを進めて
いきます。

今後の目標は？

　我々の部は、企業の方々を始め、皆様の声を聞く姿勢を持ち続けています。技術課題でお困りのことがあれば話をお
聞きし、その上でなにができるかを考え、一緒に問題解決をしていきたいと思います。

　エンバイロンメンタル・マテリアル部のメンバーと担当分野はＪＦＣＣホームページに掲載しています。これまで
の研究成果も掲載していますので、ぜひご覧ください。

最後に一言。
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自由空間法による電波吸収体測定技術

　電波吸収体とは、電波の反射を低減するものであり、研究当初は軍事設備や電波暗室に用いることが主な使用目的
でした。しかし、近年では携帯電話や無線LAN、自動車衝突防止レーダーシステム等、身近なところで電磁波が盛んに
利用されており、それらから不要に発生される電波を吸収する技術に対するニーズが高まっています。

JFCCでは、自由空間法により、電磁波のビームを集束させ電波吸収体の反射減衰量を測定する技術を開発し、精
度良く測定が行えることを立証しました。
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JFCC評価技術紹介JFCC評価技術紹介

概要

・ ホーンアンテナを用いたシステムに比べて、誘電体レンズを使用する方式では、試験片サイズを小さくできる
　（50～110GHzにおいて前者150mm角、後者50mm角） 
・ タイムドメイン機能を適用することにより多重反射による測定誤差を低減可
・ 周波数帯域幅としては5.6GHzより110GHzまでの広帯域での測定が可能

特徴：

開かれた空間で電磁波を照射し、その電磁波に対する試料特性の評価を行う方法

自由空間法とは：

・ タイムドメイン機能により反射減衰量が-30dbにおいて±1dB以内の振幅変動幅に抑えられることを確認した。
・ 誘電体レンズ法とホーンアンテナ法とでラウンドロビン試験を行い、良好な一致を得た。
・ 電波吸収材料の局所的吸収特性の測定可能性を実証。

測定精度の検証：

　本研究は、経済産業省の基準認証研究開発事業「電波吸収材料の電波吸収特性の試験評価方法の標準化」において実
施されたものである。

謝辞

自由空間法装置の外観 自由空間法の測定原理

ホーンアンテナ
反射波

入射波 試験試料

誘電体レンズ

ネットワークアナライザ

　JFCCでは、優れた研究者と技術者のスタッフが一体となって獲得した特徴あるシーズ技術と多くの材料特性評価
技術を所有しています。その一部を紹介いたします。
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　ＪＦＣＣでは、高性能な各種研究設備を保有し、原料から焼結・加工まで、また基礎から応用まで一貫した体制で研
究開発を行っています。これらの試験研究設備を広く皆様にご利用いただくためＪＦＣＣでは「機器利用制度」を設け
ています。そこで、皆様にご利用いただける設備を紹介いたします。

スプレードライヤー

　セラミックスの成形時の充填性と成形性を向上させるために、均一な球状粒子を作る装置です。
　セラミックス原料粉末と溶媒を混合した液（スラリー）を熱風中に噴霧すると、表面張力で丸くなった液体は熱風で
瞬時に乾燥され、球状のセラミックス粒子（30～50μｍ程度）となります。
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塔内寸法
スラリー供給量
乾燥温度
噴霧ディスク回転数
使用可能溶媒
収率

１６００ｍｍφ×２５００ｍｍＨ
１００ｃｃ以上/分
最高１８０℃
１７０００ｒｐｍ（Max）
水
４０～５０％（材料による）

JFCC保有設備紹介JFCC保有設備紹介

特徴

① スプレードライヤー

塔内寸法
スラリー供給量
乾燥温度
噴霧ディスク回転数
使用可能溶媒
収率

８００ｍｍφ×１２００ｍｍＨ
２０ｃｃ以上/分
最高１８０℃
３５０００ｒｐｍ（Max）
水、エタノール
約４０～５０％（材料による）

② 小型スプレードライヤー

仕様

振動乾燥機

　金属の防爆容器にスラリーを入れ、減圧中で高速振動させながら温水で加熱することにより、溶媒を蒸発させて乾
燥粉末にする装置です。投入粉末のロスが少ないため、少量粉末のスラリー乾燥に適しています。

容器寸法
投入量
乾燥温度
容器振動数
使用溶媒
収率

４５０ｍｍφ×２５０ｍｍＨ
２Ｌ
７０℃
１７６０ｖｐｍ
エタノール
約８０％

特徴

仕様

ＪＦＣＣ　試験評価部　担当　青木
　　　　　ＴＥＬ　０５２－８７１－３５００（代）
　　　　　ＦＡＸ　０５２－８７１－３５９９
　　　　　E-mail　analysis@jfcc.or.jp

　ＪＦＣＣではこれらの装置の機器利用および依頼試験をお受けしております。利用の申し込み、試験のご依頼、料金・
納期・試料サイズ等のお問い合せは下記までお願いいたします。

ご利用方法
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プレスリリース

リチウムイオン電池中のリチウム原子サイトの可視化に世界ではじめて成功
― 電池材料開発への新たなブレークスルー ―

Feサイト

Liサイト

充電

放電
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　ＪＦＣＣナノ構造研究所の幾原雄一客員主管研究員（東大教授）らのグループは韓国・仁荷大学と共同で、技術開発
競争が激化しているリチウムイオン電池の特性を決定付けるリチウムイオンサイトの直接観察に世界ではじめて成
功したと発表したので、お知らせいたします。
　この成功により、これまでリチウムイオン電池の分野において不明であったリチウムイオン伝導機構や電池劣化メ
カニズムなどが明らかになり、電池材料開発のブレークスルーになることが期待されています。（本研究の成果は、今
年４月発刊の米国科学雑誌『フィジカルレビューレターズ(Phycical Review Letters)４月号』で発表しました。）

　リチウムイオン電池は、携帯電話やパソコンのバッテリーとして広く用いられています。近年では電気自動車用バッ
テリーとしての研究開発も盛んに行われており、世界各国でその開発技術競争が激化しています。リチウムイオン電
池の性能はその正極活物質に大きく依存しており、これまではリチウムコバルタイト（LiCoO2）などが主に用いられて
きました。しかし、安定性、寿命や信頼性などに問題があり（日本メーカー品でも近年発火事故を起こして社会問題に
なりました）、現在はオリビン型(LiFePO4型)のリチウムイオン電池の研究開発が世界的な規模で行われています。正極
活物質の性能はリチウムイオンの挙動と関係しており、リチウムイオンサイトの可視化が必要とされ、世界中の研究
機関でその可視化に関する研究が行われています。しかし、リチウムイオンの原子番号は３番と小さいために直接観
察することは困難で、技術的には難しいと考えられています。
今回、同グループは、オリビン型リチウムイオン電池を対象
とし、リチウム原子サイトの一部を鉄で修飾し、かつＪＦＣ
Ｃナノ構造研究所に導入中の世界最高性能球面収差補正走
査透過電子顕微鏡(STEM, Scanning Transmission Electron 
Microscope)を用いることで、リチウムサイト一個一個の直接
観察に成功しました。この技術の特徴は走査透過電子顕微鏡
のレンズに球面収差補正を行うことで１オングストローム
以下の分解能が達成できることにあります。この結果より、
リチウムイオン拡散メカニズムが明らかになり、リチウムイ
オン電池開発にさらに拍車がかかるものと期待されています。
すなわち、電池材料開発の分野に新たなブレークスルーを起
こす可能性があります。

これまで可視化は不可能といわれていたLiイオン電池正
極活物質中のLiサイトの直接観察に世界ではじめて成功
した。（Feイオンで構成される6員環の中央の弱い白点が
リチウムイオンサイト）

Liイオン電池は正極活物質中のLiイオンが脱着することにより電気を充放電する



コンピュータ支援による摩耗粉の形状、粒径および面積
の定量化

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2
股関節シミュレータ試験により発生したポリエチレン摩耗粉の
形態解析
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ポリエチレン(PE)ライナー由来の摩耗粉が原因で、人工股関節周囲の骨吸収が生じ
る。摩耗粉の形状や粒径と生体毒性との関係解明が必要。

背 景

技術の
ポイント

基礎
研究

股関節シミュレータを用いた摩耗試験で発生する摩耗粉の回収と、その形状、粒径
および面積の定量的評価・解析。

目 的

成 果

達成度

図1.　PEおよびCL-PEライナー
　から発生した摩耗粉（白色） 図2.　摩耗粉の円環性および粒度分布

今後の展開 信頼性の高い
材料開発に寄与

PE摩耗粉の形態と細胞毒性
との関係の解明

謝　　辞 ： 本研究は、厚生労働省の「ナノ微粒子の体内動態可視化」により実施したものである。

参考文献 : M. Hashimoto, M. Mizuno and S. Kitaoka, Asian BioCeramics 2007

PE

0.6±0.7 μm

51 μm2

繊維状
（円環性0.7）

粒径

面積

形状

円環性

粒径 / μm

頻
度

 /
 ％

頻
度

 /
 ％

CL（クロスリンク）-PE

0.2±0.1 μm

33 μm2

粒状
（円環性0.9）

材
料

抽
出

定
量
化

・PE/CoCr

・CL-PE/CoCr

・遠心分離

（密度勾配液）

・ろ過0.1 μm

・2値化

（3D Volume,

ラトックシステム製）

・画像解析

（Image J,NIH製）
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　リモージュ・セラミックスComplexとは、フランス・リ

モージュ市にある、セラミックス研究をヨーロッパの

中で比較的大規模で行っている以下の機関、リモージ

ュ大学（材料科学、化学、物理、機械の学科にまたがる）、

セラミックス工業高等研究所（ENSCI）、及びCNRS傘下

のセラミックス表面加工プロセス研究所（SPCTS）を指

す私の造語である。後者2機関は正確に言えば、リモー

ジュ郊外（Limoges Cedex）のESTER工業団地の中にあ

るヨーロッパセラミックスセンター内に陣取っている。

ENSCIは産業界との共同研究や技術指導を行う等の

JFCCと同じ機能を有する。我がJFCCは2003年これら2

機関との間で研究協力協定を締結している（その覚書

を写真１に示した）。SPCTS所長（CNRSのパリ本部の無

機材料研究部門の副部長の要職を占める）兼リモージ

ュ大学教授（現在は週末金曜日に大学に戻る）である、

旧知のボマールさんが、リモージュ大学のセラミック

ス関連の教授・研究者と研究施設を本年末までにENSCI

に集結させるべく順調に現在計画を進めている。これ

によって、名実ともにヨーロッパセラミックス研究開

発センターとなる。

　今回の訪問は、本年11月6-8日にESTERで予定されて

いる第3回アドバンスセラミックスに関する国際ワー

クショップ（IWAC3、ボマール教授と名工大野上教授が

共同議長）の計画の具体化に向けて、名古屋工業大学、

産総研中部センター、及びJFCCの3機関のキーパーソ

ンがフランス側から招請され実現した。日本からは名

工大は野上先生他8名、産総研１名、JFCC1名の参加で

あった。私にとっては2年ぶり4回目の訪問となった。

 総勢10名渡仏したので、リモージュ大学の国際リエゾ

ンの役目を担う、やはり旧知のF.アベラード教授が3月7

日に日仏の参加者によるシンポディウムを開催してく

れた。フランス側から6名講演に参加した。プログラムは、

名工大におけるセラミックス研究、レーザ蒸発法によ

る情報や光機能用ナノ構造薄膜、多層構造による電気・

磁気特性制御、多層フェロイクスの開発、X線及び中性

子全散乱法を用いる複雑物質の構造解析、JFCCにおけ

る研究活動、医療応用のためのカルシウムリン、ハイブ

リッド・コンポジット及び表面機能材料としての粘土

由来物質の開発、アルミナとシリカ異種粒子間の塊状

化に関わる計算、ガス分離用前駆体由来セラミックス膜、

混合伝導セラミックスを用いた中温度領域での酸素分

離、及び高温度におけるガラス被膜の特性に関する実

験および計算機シミュレーションと、相当バラエティ

ーに富んだ。尚、IWAC3ではエネルギー発生、省エネル

ギー、情報技術、及び健康に関連する材料とその関連科

学をメイントピックスとすることとした。尚、前記両教

授ともJFCCとの間での協定についてはよく知っており、

「締結してから殆ど具体的交流がない。ナノ構造研究所

も設立されたので、双方にメリットのある良いテーマ

を精査し、実際の共同研究や人的交流等を模索しよう

ではないか」との意見であった。我々JFCC側もこの言を

しっかり受け止めたいと思った。

フランス・リモージュ・セラミックスComplex訪問

専務理事　材料技術研究所長　ナノ構造研究所長
種村　榮

写真1　締結覚書
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　さて閑話休題として、皆さんに『知られざるリモージ

ュ』を以下紹介しておくこととする。機会があれば是非

一度訪問されたい。パリのオステルリッツ駅から急行

列車で約3時間20分程度で到着する、フランス中部に位

置するリムーザン地域圏（リムーザン牛は有名ブランド）

の首府、オート＝ヴィエンヌ県の県庁所在地（人口約13

万人）である。その地名は先住民ケルト系部族のレモウ

ィケス族（Lemovices）に由来するとのこと。付近に良質

の原料（カオリン、石英、長石等）を産出することから、

素晴らしい磁器（リモージュ焼）の産地として知られ、

古くからフランス宮廷や近隣ヨーロッパ貴族に愛好さ

れ、有名ブランドになった。その縁から、瀬戸市と2003

年に姉妹都市協定を結ぶのと同時に、JETROのlocal-local

交流促進事業のモデルに選定され、双方の市長ロディ

氏と増岡氏、及び双方の商工会議所幹部の積極的な音

頭で交流が深まった。

この結果『Seto通り』と命名された目抜き通りが現存す

る。瀬戸の名産品の陶器製『招き猫（Maneki-Neko）』は超

人気goodsとなった。近年、明治学院大学仏文学教授の

工藤氏により、姪である鈴木春との関係逃避のためパ

リに滞在していた、文豪島崎藤村が191４年第一次世界

大戦の戦禍を避けるべく滞在（3ヶ月）したマテラン家（写

真２）が見つかり、標識（写真３）が取り付けられると共

に、その家の通りも『Shimazaki 通り』と呼ばれるように

なった。

写真3　マテラン家に取り付けられた標識写真2　文豪島崎が滞在したマテラン家



総会の様子
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JFCCと名古屋工業大学との連携大学院に関する協定

　JFCCは名古屋工業大学大学院工学研究科と、２００８年４月１日付けで連携大学院に関する協定書を締結し、相互
に連携することになりました。JFCCの研究活動の推進と成果普及を促進すると共に、名古屋工業大学の教育研究活動
を一層充実させることにより、ファインセラミックスに係わる学術及び科学技術の発展に寄与することを目的として
います。
　具体的には、共同研究の推進、技術の相互補完・機器等の相互利用、情報交換、研究者の交流、及び学生の実習受け入
れ等を行います。研究者の交流に関しては、JFCCの材料技術研究所の松原秀彰所長代理と同エレクトロ・マテリアル
部の石川由加里主任研究員が、名古屋工業大学大学院工学研究科未来材料創成工学専攻連携講座の、各、教授、准教授
に就任しました。
　この連携により、JFCCを取り巻くファインセラミックス研究のネットワークがより強固になります。

2008年度ファインセラミックスシンポジウム開催のお知らせ

　2008年度ファインセラミックスシンポジウムを下記のように開催いたします。詳細は確定次第、ＪＦＣＣホームペー
ジ・メールマガジン等でご案内申し上げます。

日　　　時　：　１０月１５日（水）１３：００～１７：００
総合テーマ　：　ナノテクノロジー実用化への新展開

平成２０年度ムジカセラミカ振興会総会、第７回定期公演 in 名古屋の開催

　設立当初からムジカセラミカの演奏でファインセラミックス製の楽器の素晴らしさをアピールすることを目標と
してきました。おかげをもちまして、今年になってからも１月３回、３月１回のコンサートをする機会を得ています。
　今後とも、引き続き、中部地域で生まれた文化・ムジカセラミカを多くの人々に伝えてまいります。

　５月２２日（木）電気文化会館（名古屋市中区）におい
て１８時から、ムジカセラミカ振興会総会を開催しまし
た。
　会議は杉野会長（（株）ＩＮＡＸ代表取締役会長）の挨
拶の後、審議に入りました。議案は平成１９年度事業報
告と収支決算、平成２０年度事業計画案と収支予算案、
役員の選任についての５件で、いずれも原案どおり可決
されました。
　事業計画では下記２の演奏会のほか、８月３１日（日）
多摩クラリネットフェスティバルにおける公演、１２月
２０日（土）世界のタイル博物館（常滑市）での演奏会な
どを予定したほか、役員選任議題では川本　隆一会長（（株）
INAX代表取締役社長）が選任されました。

トピックストピックス

１． 総会

　総会終了後、１９時から電気文化会館ザ・コンサートホー
ルでムジカセラミカ第７回定期公演in名古屋を開催し
ました。
　プログラムは２部構成で、Ⅰ部では『ファインセラミッ
クスフルートとクラリネットによる五月の抒情』のテー
マで、武満　徹作曲「ヴォイス」、ドップラー作曲「ハンガ
リー田園幻想曲」、ブラームス作曲「クラリネットソナタ
第二番」が演奏されました。Ⅱ部では、日本を代表するテ
ノール歌手　畑　儀文氏を迎え、『美しき日本の歌「七つ
の日本歌曲」』と題し、ムジカセラミカアンサンブルの伴
奏で、「この道」（山田耕筰　作曲・北原白秋　作詞）など
よく知られている七つの日本の歌を畑氏のテノールの
絶唱で聴衆を包み込みました。

２． 第７回定期公演in名古屋

フルートによる演奏 クラリネットによる演奏 畑氏による独唱
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３月３１日付
　退職（嘱託期間満了）
　　事務局　参事
　出向元復帰
　　営業部　担当部長　兼　材料技術研究所　主幹研究員
　　材料技術研究所　　研究統括部

４月１日付
　職員採用
　　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部　副主任研究員
　　材料技術研究所　試験評価部
　嘱託採用
　　材料技術研究所　エンバイロンメンタル・マテリアル部
　　材料技術研究所　断熱セラミックスプロジェクト
　出向受入
　　業務部　担当部長　主席研究員
　　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部　副主任研究員
　　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部

５月３１日付
　委嘱解除
　　常勤役員

６月１日付
　嘱託採用（理事待遇）
　嘱託採用
  　ナノ構造研究所　ナノスコピー・シミュレーション部　副主任研究員待遇

６月２１日付
　委嘱
　　常勤役員

加藤　正弘

安藤　元英（日産自動車（株））
石井　清夏（（株）ルネッサンス･エナジー･インベストメント）

山本　和生
加賀　政行

上田　太郎
釘宮　一真

網治　　登（東芝（株））
濱中　　忠（（株）デンソー）
牧　　　禎（日本電子（株））
　

寺本　敏夫

百瀬　　昭

クレイグ・フィッシャー

百瀬　　昭

人の動き

13

○　カプリ賞　　　参与　　飯島　澄男　氏

ＪＦＣＣの参与である飯島澄男氏（名城大学 教授）は、１９９１年に発見した
炭素素材カーボンナノチューブの研究開発が認められ、ノルウェー科学人文
アカデミーに新設された「カプリ賞」を受賞されました。

○　ファインセラミックス国際標準化推進協議会　感謝状（国際規格推進と制定）
　　受賞者   ： 水野　峰男
　　受賞題目： ISO23317「外科用インプラント材料のアパタイト形成能の生体外測定方法」

○ 日本顕微鏡学会　奨励賞（顕微法基礎部門）
　　受賞者　： 山本　和生
　　受賞題目： 次世代高精度高分解能電子線ホログラフィ技術の開発と材料への応用

表　彰

飯島澄男　氏
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　私は大阪生まれの大阪育ちですが、就職で関東へ出てからはずっと関東
での生活になっておりました。
　今回はその中間の地点にある名古屋勤務ということで何らかの因縁か
とも思っております。
　私は昭和５０年に京都工芸繊維大学・工芸学部・無機材料工学科を卒業し、当時の東京芝浦電気株式会社（現在の東
芝）へ入社しました。
　東芝での最初の約１２年間は電力用避雷器に用いる酸化亜鉛バリスターの開発に従事し、事業化に成功するととも
に、各種の記録品を世に出してきました。その後の約１０年間は発電所用セラミックガスタービン（数十ＭＷ級以上の
超大型ＣＧＴ）の開発に従事しましたが、事業化にはたどりつけませんでした。
　その時に炭化珪素系材料（モノリシック材料、複合材料共）の開発を手掛けました。この頃はＣＧＴだけでなく、構造
用セラミックス、電子用セラミックス両方の事業化技術開発にも関わり、ＪＦＣＣの展示コーナーに並んでいる東芝
の多くのサンプルにその技術が反映されていると思います。この頃の開発活動との関連で、ＪＦＣＣへは設立された
当時からよく伺っておりました。開発現場における私の技術者生活は上記で終了し、その後は、研究開発マネジメント
に従事しております。ＮＥＤＯ（独：新エネルギー・産業技術総合開発機構）には通算５年間出向しており、原子分子極
限操作技術開発（通称：ＡＴＯＭテクノロジー）、Cat-ＣＶＤ、ヒューマノイドロボット（アシモ君はここから生まれた）、
個体高分子型燃料電池（ＰＥＦＣ）、自動車用蓄電システム（リチウムイオンバッテリー）等の研究開発マネジメントを
担当しました。また、東芝では国プロの受託推進活動、コンプライアンス活動、海外との連携活動等の研究開発マネジ
メントを６年間ほど担当しました。
　今回、ＪＦＣＣで業務部に配属され、国プロや民間からの受託推進活動等自分のキャリアーに向いた業務を担当さ
せて頂くことになり、関係者に感謝しております。
　宜しくお願いいたします。

業務部
担当部長・主席研究員　　　網治　登
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　２００８年４月に（株）デンソーから出向してまいりました濱中忠と申
します。出向元では、走査型電子顕微鏡、透過型電子顕微鏡などを用いた材
料解析を行っていました。
　現在はJFCCナノ構造研究所ナノスコピー・シミュレーション部にて、透
過型電子顕微鏡を用いた材料解析についての研究を行っています。
　デンソーは皆さんもよく知っているカーエアコンやラジエーター等の大きなものから加速度センサーのような小
さな製品まで様々な自動車部品を製造しています。近年、各種製品において、ナノテクノロジーの進展により材料や処
理技術の高度化が進行しており、様々な構造や現象をナノレベルまたは原子レベルで捉えることが必要不可欠となっ
てきています。このような状況の中で、電子顕微鏡は重要な役目を担っており、特に透過型電子顕微鏡は原子レベルの
解析が可能であり、その解析技術の向上が新規材料の開発や製品の信頼性に大きく寄与します。
　しかしながら、透過型電子顕微鏡は、観察用試料作製、装置等の操作技術、像や回折図形の解析など、非常に多くのノ
ウハウと知識、技術が必要とされ、その習得は容易ではありません。
　私はデンソーに入社して以来、走査型電子顕微鏡や透過型電子顕微鏡に取り組んできましたが、前出のような理由
で、透過型電子顕微鏡技術の向上において様々な壁に直面していました。このような理由で、JFCCにて透過型電子顕
微鏡技術を学ぶことになりました。ここJFCCのナノ構造研究所ナノスコピー・シミュレーション部では、電子顕微鏡
に関する一流の技術が集結しており、観察用試料作製、転位解析や高分解能像などの測定技術から電子線ホログラフィー
まで、高い技術を持った経験豊富な透過型電子顕微鏡の専門家に懇切丁寧に指導していただいています。
　これからも周囲の方々には色々とご迷惑をお掛けすることもあるかと存じますが、今後もご指導ご鞭撻のほど宜し
くお願い致します。

ナノ構造研究所
ナノスコピー・シミュレーション部
副主任研究員　　濱中　忠
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新入職員紹介新入職員紹介

15

　２００８年４月１日付けで日本電子株式会社電子光学機器本部応用研
究グループから出向してきた牧禎(まき　てい)という者です。私は２００
４年３月に九州大学理学府凝縮系科学専攻溶液錯体化学講座で学位(理学)
を取りました。そしてその直後から２００７年１１月末日まで、科学技術
振興機構のCREST研究員として九州大学先導物質化学研究所で“生体内の自己組織化機構の解明”のために人工融合
タンパク質によるナノバイオマテリアル(Nanolego)の作製・観察を行っておりました。そのNanolegoの形態観察をTEM
により担当していた縁で日本電子へ採用して頂くことになりました。
　現在の私の業務内容は、主に依頼試料として送られてくる超電導線材の金属無機材料部分の構造解析です。そのた
めにイオンミリングを中心とした試料作製技術や電顕操作技術を完全に習得しなければなりません。出向期間は3年
間でその後日本電子本社に戻る予定ですが、このNEDOのプロジェクトがその後も継続するため、更に数年JFCCで研
究することになるかもしれません。
　私はこれまで多くの研究室を渡り歩き、その都度研究内容も大きく変わりました。そして今感じることは、研究者と
して大切なことは限られた時間内に多くの再現性あるデータを出し、理論的にも破綻しない十分に深い考察をするこ
とで誰もが信用する論理を構築し、ひいては物事の真理を探求する、ということです。これは当たり前のことなのです
が、世の中には誰も信用しないような突拍子もない説を掲げ、誤ったデータを無批判に信じ込み、大きな成果を出した
かのように吹聴する偽科学者が少なからず存在します。電顕(特にTEM)で撮影した写真は解析することで初めて構造
を理解する決定的証拠になりますが、試料のことを十分理解しておかないと誤った解釈をしてしまうこともあり得ま
す。その意味からも操作テクニックだけでなく金属材料に関する深い知識も持たなければならないと考えております。
　未だ慣れないことも多々ありますが、皆様に対して安全に早く精確なデータを報告できるよう精進致しますので御
鞭撻の程宜しくお願い致します。

　２００８年４月１日付けで材料技術研究所・試験評価部に採用して頂き
ました加賀政行と申します。現在は同部の加工グループに所属し、先輩方
のご指導の元で勉強させて頂いております。
　私は３月まで愛知工業高等学校・電子機械科に通い、主に金属の加工や
特性・利用手段等について勉強してきました。JFCCで主に扱っているセラミックスとはあまり縁がなく、製造までの
プロセスや加工方法など基本的なことさえ知りませんでした。ですから、本当に一から着手させて頂いております。最
初は金属とセラミックスとの違いに随分戸惑いましが、それにも少しずつ慣れ始めてきたところです。
　加工というのは、「みなさんの研究をサポートする裏方の仕事」であると思っております。ですから、預けて頂いたも
のを正しい形状・寸法に仕上げ、提供することによって、少しでもみなさんのお力になりたいと考えております。一日
でも早くきちんとした仕事ができるようになり、みなさんをサポートさせて頂くために、また、安心して仕事を任せて
頂けるよう、相談にもしっかりとお答えできるように頑張っていきます。
　これからご迷惑も多々おかけすることと思いますが、自分のできることを精一杯やっていきますのでご指導のほど
宜しくお願い致します。

ナノ構造研究所
ナノスコピー・シミュレーション部

牧　禎

材料技術研究所　試験評価部
加賀　政行
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２００８年度 ＪＦＣＣ研究成果発表会（第２０回）

14:25～15:45 （休憩）ポスターセッション  46件

13:00～13:05

「 界面制御による新しい材料設計 」

東京大学　大学院工学系研究科　総合研究機構　教授　幾原　雄一　氏

理事長   野嶋　孝

13:55～14:10 専務理事・材料技術研究所長・ナノ構造研究所長　種村　榮研究開発方針  

主催者挨拶

13:05～13:55 特別講演

「 ナノ構造研究所研究進捗状況 ｣

ナノ構造研究所　所長代理　平山　司

14:10～14:25 ナノ構造研究所報告

「 Y系超電導線材の透過型電子顕微鏡による微細構造解析 ｣

ナノ構造研究所　主任研究員　加藤　丈晴

15:45～16:00 研究発表 ①

「 電極－電解質反応性制御によるSOFC特性の高性能化 ｣

材料技術研究所　主任研究員　川原　浩一

16:00～16:15 研究発表 ②

「 超高温環境下におけるアルミナセラミックスのガスバリア特性 ｣

材料技術研究所　主席研究員　松平　恒昭

16:15～16:30 研究発表 ③

「 マルチセラミックス膜新断熱材料の開発－要素材料開発と断熱・光学特性－ ｣

材料技術研究所　主任研究員　奥原　芳樹

16:30～16:45 研究発表 ④

「 炭窒化物チタン基サーメットの材料設計と組織制御 ｣

材料技術研究所　所長代理　松原　秀彰

16:45～17:00 研究発表 ⑤

14:55～16:00 （休憩）ポスターセッション  22件

13:00～13:05

「 NEDO技術開発機構が実施するナノテク・材料技術開発事業について 」

NEDOナノテクノロジー・材料技術開発部長　寺本　博信　氏

理事長   野嶋　孝

14:25～14:40 専務理事・材料技術研究所長・ナノ構造研究所長　種村　榮研究開発方針  

主催者挨拶

13:05～13:40 特別講演

「 フェムト秒レーザーによるセラミックスのナノアーキテクチャー

　～ 空間変調器を用いた新しい三次元一括加工法 ～ 」

京都大学　大学院工学研究科　材料化学専攻　教授　平尾　一之　氏

13:40～14:25 特別講演

「 ナノ構造研究所研究進捗状況 ｣

ナノ構造研究所　所長代理　平山　司

14:40～14:55 ナノ構造研究所報告

「 Y系超電導線材の透過型電子顕微鏡による微細構造解析 ｣

ナノ構造研究所　主任研究員　加藤　丈晴

16:00～16:15 研究発表 ①

「 電極－電解質反応性制御によるSOFC特性の高性能化 ｣

材料技術研究所　主任研究員　川原　浩一

16:15～16:30 研究発表 ②

「 超高温環境下におけるアルミナセラミックスのガスバリア特性 ｣

材料技術研究所　主席研究員　松平　恒昭

16:30～16:45 研究発表 ③

「 マルチセラミックス膜新断熱材料の開発－要素材料開発と断熱・光学特性－ ｣

材料技術研究所　主任研究員　奥原　芳樹

16:45～17:00 研究発表 ④

東京会場

日時
場所

● 参加料：無料（要申込み）
● 申込み、問合わせ先：（財）ファインセラミックスセンター　業務部
　 E-mail：kenpatsu08@jfcc.or.jp｠｠｠｠TEL：052-871-3500｠｠｠｠FAX：052-871-3599

7月24日（木）１３：００～１７：００
科学技術館 地下2階 「サイエンスホール」（東京都千代田区北の丸公園2-1　Tel 03-3212-8448）

参加要項

名古屋会場

日時
場所

7月17日（木）１３：００～１７：００
名古屋国際会議場 1号館4階 「レセプションホール」（名古屋市熱田区熱田西町1-1　Tel 052-683-7711）


